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東日本大震災の発生を知ったとき､ 真っ先

に心に浮かんだのは､ 丹野喜久子先生はご無
事だろうか､ ということでした｡ 丹野先生は
児童福祉学がご専門で､ かつて社会福祉研究
所の所長だった方です｡ 本学を退職なさって､
故郷の仙台にお帰りになっていました｡

丹野先生の安否を確かめてくださった方の
お陰で先生のご無事がわかり､ あわてて先生
に電話をしました｡ 現地の生活の大変さは連
日報道されていましたが､ 熊本時代とお変わ
りのない明るい声をお聞きして､ 心から安堵
しました｡ 近くまで津波が押し寄せ､ 近隣に
は倒壊した住宅も多数あったそうですが､ お
身体もお住まいもご無事で､ 室内で壊れた物
もほとんどなかったそうです｡

マスコミ報道を通じて現地の様子は何とな
く知っているつもりでした｡ けれど､ 丹野先

生のお話をお聴きしたとき､ まるでモノクロ
の写真がパッとカラーに変わるように､ そこ
で起きていることがリアルに迫ってくるよう
な気がしました｡ もちろん､ 先生の描写や分
析が緻密でわかりやすいからですが､ それだ
けでなく､ 先生がご自身の体験を直接語って
くださったからだと思います｡ ｢語り｣ には､
｢情報｣ の集積にはない､ 特別な力が宿って
いることを改めて感じました｡

丹野所長時代､ 本誌に ｢家庭児童相談室｣
の特集が組まれたことがあります (31・32号)｡
｢このささやかな相談室をたずねてくる地域
の子どもやその親たちの相談の中の子どもた
ちの声や願いに耳を傾け､ 言葉の奥の声をき
きわけようとする時､ 今の日本の社会の重た
い問題が凝縮していることに気付かされる｣
という丹野先生の文章をじっくりと読み返し
ました｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)

■古紙再生率100％の再生紙を利用しています｡
■揮発性有機化合物発生の抑止と紙のリサイクル性に優れた ｢大豆インキ｣を使用しています｡
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